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大分県立佐伯豊南高等学校  

食農ビジネス科 

外部講師招聘授業（食品製造） 

５月２３日、食農ビジネス科２年生２５名を対象に外部
講師招聘授業が行われました。小川香料株式会社の篠﨑
さん、上野さんの２名が来校しました。香料のテイステ
ィング・試食を交えながら「食品添加物における香料の
役割・重要性」について授業が行われました。 
【生徒の感想】 
・飴には0.５%しか香料が含まれていなかったがこれだ
けで味か変わることに驚いた。 
・香辛料は、私たちの生活で必要なものだと感じました。 
・今回の授業は、香料に興味を持つきっかけになりまし
た。 

５月２３日（火）、佐伯市西浜にある佐伯高等技術専
門校の花壇製作を行いました。食農ビジネス科 3 年
草花選択生の６名が参加しました。本校食農ビジネ
ス科では、プランターの配布及び花壇の整備を行う
「花いっぱい運動」を長年継続しています。「地域の
緑化」「生徒の学習成果を地域に還元」を目的として
行ってきました。この日はメランポジウムの苗を植
え付けました。佐伯高等技術専門校を訪れる方々に
喜んでもらえるよう、思いを込めて花壇を作成しま
した。 

「選択 草花」は、３年生が草花の生産に必要な知識
と技術を学ぶ科目です。２年生の科目「草花」の授業
で学んだ知識を活かし、草花栽培の実践的な実習を通
して技術力を高めます。現在選択草花は６名の選択生
が、シクラメン・サイネリアなどの鉢物、パンジー・
マリーゴールドなど苗物の栽培を行っています。また、
課外授業も多く、出前授業や各種イベントでの体験活
動、花いっぱい運動などを通して、コミュニケーショ
ン能力を養っています。現在の選択生は非常にチーム
ワークが良く、鉢上げはプロ級です。チーム「草花」
一丸となって頑張っています。 

〇シクラメンは、出荷するまでの 
栽培期間が１年と長いですが、開 
花期が長く、冬の鉢花としてとて 
も人気があります。 
【本校のシクラメン栽培の特徴】 
①葉数を増やすために、１回目の肥料を多めにしています。 
②夏の高温時、肥料が効きすぎないように、液肥を入れています。 

③通常はホルモン処理をしますが、本校では処理をしていません。 

〇上記の栽培の効果について 
（シクラメンを購入する際の基準にしてください） 
①葉の枚数は、花の数と同じです。葉の枚数が多く
なると、全体的に葉は小さめになります。葉っぱが
小さいと小さい花が、大きいと大きな花が咲く傾向
があります。 
②夏の高温時は、シクラメンがお休みし、成長が遅
くなります。夏の施肥は、株が弱まる可能性がある
ので、液肥で調整しながら育てます。 
③ホルモン剤は、開花を促進させ、立派な鉢へと成
長しますが、咲き終わるとしばらくお花がお休みし
ます。本校のシクラメンは、だらだらと花が咲くの
が特徴です。 
丹精込め出来たシクラメンは、本校の収穫感謝祭で
購入できます。１１月頃の予定です。 
【問い合わせ先】佐伯豊南高校草花部門：冨満まで 
        ＴＥＬ０９７２－２２－２３６１ 


